
等比数列



この回のポイント

•等比数列について考えよう

•等比数列の一般項を求めよう



等差数列

等差数列は、数列の基本中の基本
になります!何事も基本は大切です
よね!しっかり押さえておきましょう!!

２，６，１０，１４，１８，・・・

この数列は初項が２で、「４」という一定の数を加えてできる
数列である。

このように、一定の数を加えることでできる数列を等差数列
といい、加えている一定の数を公差という。

上の数列では、初項２、公差４の等差数列という。

公差はいつもプラスとは限らない。



等比数列

等比数列も、数列の基本中の基本
になります!何事も基本は大切です
よね!しっかり押さえておきましょう!!

２，６，１８，５４，・・・

この数列は初項が２で、「３」という一定の数をかけてできる
数列である。

このように、一定の数をかけることでできる数列を等比数列
といい、かけている一定の数を公比という。

上の数列では、初項２、公比３の等比数列という。

公比はいつもプラスとは限らない。





等比数列

等差数列の一般項は
「初項×公比の（ n－1）乗」となる。
すごく便利な公式です!!

初項２、公比３の等比数列の第１項から第３項までを考える。
𝑎1＝２ ←これは初項だから
𝑎2＝２×３＝６ ←公比をかける
𝑎3＝２×３×３＝１８ ←さらに公比をかける

𝑎3を求めるとき、初項×公比×公比、つまり
初項×公比の2乗となっている。

同様に考えると、𝑎n＝初項×公比の(n－1)乗となる

第３項を求めるとき、公比を2乗!!



等差数列

一般項は
「𝑎𝑛」の形で表される。
「 𝑛番目を考える」ということですね。

初項 、公比ｒの等差数列の一般項は

𝒂𝒏 = 𝒂 × 𝒓𝒏−𝟏

で表される。




